
（H30.3.31時点）

１　就学前の教育・保育の量の見込みと提供体制の確保方策について
　　２号及び３号認定子どもについて、女性の就業率上昇に伴ってニーズ量が計画を上回ったため、待機児童が
　多い区域を中心に供給量不足の状況にある。〔実績（B）参照〕
　　このため、定員を超える子どもの受入（弾力的運用）により、需給ギャップを圧縮。〔実績（Ｃ）参照〕
　　引き続き、必要な供給量確保に努めることが必要。

（単位：人）

２　主な地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保方策について

　(1) 地域子育て支援拠点事業

　　【事業の概要】
　　　乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その
　　他の支援を実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　洲本市の事業実施により全市町で実施され、計画を上回って整備。

　(2) 利用者支援事業

　　【事業の概要】
　　　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提供や相談・助
　　言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　母子保健や育児に関する多様なニーズに切れ目なく対応するための「母子保健型」（子育て世代包括支援
　　センター）が最も多く設置され、全体でも計画を上回って設置。

　(3) ファミリー・サポート・センター事業（一時預かり（就学児））

　　【事業の概要】
　　　乳幼児等を有する保護者を会員として、子どもの預かり等の援助を希望する者と援助を行うことを希望す
　　る者との相互援助活動に関する連絡調整等を実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　放課後児童クラブの利用者の増加に伴い量の見込み（ニーズ量）が計画を下回ったため、供給量の不足が
　　大幅に縮小。
　　　引き続き、全市町に事業実施に向けて必要な供給量確保に努める。
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就学前の教育・保育と地域子ども・子育て支援事業の需給（平成29年度実績）について【概要】

　(4) 一時預かり事業
　　ア　一時預かり事業（幼稚園型）

　　【事業の概要】
　　　幼稚園等において、主に通常の保育時間終了後に、園児を対象に一時預かりを実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　保育所等利用者の増加に伴い量の見込み（ニーズ量）が計画を大幅に下回ったため、全ての利用希望に
　　応えることが出来ている状況。
　　　引き続き、必要な供給量確保に努める。

　　イ　一時預かり事業（幼稚園型を除く）等

　　【事業の概要】
　　　家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、保育所等において一時的に預か
　　り、必要な保育を実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　保育所等利用者の増加に伴い量の見込み（ニーズ量）が計画を大幅に下回ったため、全ての利用希望に
　　応えることが出来ている状況。
　　　引き続き、必要な供給量確保に努める。

　(5) 病児保育事業

　　【事業の概要】
　　　病（後）児を病院・保育所等に付設した専用スペース等において、看護師等が一時的に保育等を実施。

　　【平成29年度実績について】
　　　量の見込み（ニーズ量）が計画を大幅に下回ったため、確保方策はニーズ量を上回っている状況。
　　　引き続き、事業実施が遅れている西播磨区域及び淡路区域を中心に、必要な供給量確保に努める。

　(6) 放課後児童クラブ

　　【事業の概要】
 　     保護者等が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、放課後に小学校の余裕教室、児童館等を活用し、
　　適切な遊び及び生活の場を確保し、その健全な育成を図る。

　　【平成29年度実績について】
　　　量の見込み（ニーズ量）は計画を上回ったが、確保方策が計画をさらに上回ったことにより必要な供給量
　　を確保した。
　　　引き続き、必要な供給量確保に努める。
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